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川 上 村 の 今 を 伝 え る 情

報
誌

　
日
の々
暮
ら
し
の
中
で
、

自
然
と
続
い
て
い
る
趣
味

は
あ
り
ま
す
か
。私
に
とっ

て
、そ
れ
が
ゴルフ
で
し
た
。

今
回
は
、ゴル
フ
と
の
出
会

い
と
、今
に
つ
な
が
る
思
い
を
振
り

返って
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
ゴルフ
を
始
め
た
き
っか
け
は

高
校
生
の
頃
で
し
た
。寮
生
活
を
し

てい
た
当
時
、時
間
を
持
て
余
し
てい

た
私
を
見
て
、父
が
ゴルフ
を
勧
め
て

く
れ
ま
し
た
。最
初
は
何
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
練
習
場
に
通
い
、一
人
で

黙
々
と
ボ
ー
ル
を
打
つ
日
々
が
続
き

ま
し
た
。思
う
よ
う
に
当
た
ら
な
いこ

と
も
多
かった
で
す
が
、時
折
う
ま
く

打
て
た
時
の
爽
快
感
が
忘
れ
ら
れ

ず
、次
第
に
ゴルフ
に
の
め
り
込
ん
で
い

き
ま
し
た
。動
画
を
見
て
研
究
し
た

り
、実
際
に
プロの
試
合
を
観
戦
し
た

り
と
、ゴルフ
は
今
で
も
最
も
没
頭
で

き
る
存
在
で
す
。

　
ゴル
フ
を
続
け
て
い
く
中
で
、技
術

の
向
上
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な

人
と
の
出
会
い
や
交
流
が
生
ま
れ
た

こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
し
た
。ラ
ウン

ド
を
共
に
す
る
仲
間
が
増
え
、遠
方へ

ゴル
フ
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。村
に
戻
って
か
ら
は
、仕

事
の
枠
を
越
え
て
多
く
の
方
と
交
流

す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、ゴルフ
が
人

と
人
を
自
然
につ
な
い
で
く
れ
る
存

在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
てい
ま
す
。

そ
う
し
た
つ
な
が
り
は
、今
で
は
世
代

を
越
え
て
広
がってい
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、ゴルフ
を
勧
め
て
く

れ
た
父
の
存
在
は
大
き
く
、感
謝
の

気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。こ
れ
か
ら

も
ゴルフ
を
楽
し
み
な
が
ら
、人
と
の

縁
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

建
設
課
　
環
境
係
　
原
　
雄
峰

髙
橋
　
金
次
　
　
90
歳
　
樋
澤

中
島
　
百
一
　
　
86
歳
　
大
深
山

関
　
　
八
重
子
　
94
歳
　
梓
山

原
　
　
正
　
　
　
70
歳
　
居
倉

伊
藤
　
七
代
　
　
102
歳
　
居
倉

由
井
　
都
　
　
　
102
歳
　
大
深
山

桃
井
　
旭
人
　
　
94
歳
　
御
所
平

山
中
　
は
る
え
　
97
歳
　
秋
山

林
　
　
公
也
　
　
70
歳
　
秋
山

油
井
　
み
さ
ぎ
　
86
歳
　
梓
山

篠
原
　
千
代
子
　
83
歳
　
大
深
山

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

匠奈
生
子

裕
介

望
月

勝
也

静
香

晃
太

み
の
り

井
出
　
暦

林
　
　
花
帆

原
　
　
駿
介

𠮷
澤
　
泰
央

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　  

　 

ご
ざ
い
ま
す

1
月
1
日
〜
３
月
31
日
受
付

こ
よ
み

 

か 

ほ

し
ゅ
ん
す
け

 

た 

お

戸
籍
の
窓
口

※

こ
の
欄
は
川
上
村
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

源流

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

末
永
く
お
幸
せ
に

（

髙
橋
　克
幸
　
　梓
山
　

カ
ン 

シ
ー
ヌ
ウ
ン
　
　カ
ン
ボ
シ
ア

〒
384-1405
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
大
深
山
525

編
集
／
川
上
村
役
場
む
ら
づ
くり
推
進
課
広
報
係

　
　
　
川
上
村
公
民
館

05
2026

春



入学
おめでとう！
入学
おめでとう！

み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
明
る
い
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
第
一
小
学
校
　

一
年
担
任
　

吉
池
　
琢
夢

　
毎
朝「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」と
元
気
な
あ
い
さ
つ
が

教
室
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。朝
の
お
し
た
く
を
終
え
る
と
外
に

出
か
け
、上
級
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
と
仲
良
く
遊
ん
で

い
る
姿
が
あ
り
ま
す
。と
く
に
六
年
生
と
遊
ぶ
こ
と
が
と
て
も

楽
し
い
よ
う
で
、遊
び
終
え
て
教
室
に
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、

ニ
コ
ニ
コ
な
笑
顔
で
す
。学
習
の
場
面
で
も「
で
き
た
！
」「
わ

か
っ
た
！
」と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
上
が
り
、明
る
く
学
習
に

取
り
組
め
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。「
学
校
が
楽
し
い
！
」と
い

う
思
い
が
い
ろ
い
ろ
な
場
面
か
ら
感
じ
ら
れ
、子
ど
も
た
ち

の
ニ
コ
ニ
コ
な
笑
顔
や
明
る
さ
か
ら
、毎
日
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
一
年
生
の
学
級
通
信
の
題
は「Tokim

eki

」で
す
。「
と
き
め

き
」と
聞
く
と「
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る
」の
よ
う
な
意
味
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、実
は
５
つ
の
感
情
が
表
さ
れ
る
言
葉
の
よ

う
で
す
。「
幸
福
」、「
平
穏
」、「
強
気
」、「
不
満
」、「
動
揺
」の
5

つ
で
、小
学
校
生
活
が
始
ま
る
一
年
生
に
ピ
ッ
タ
リ
の
言
葉
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。楽
し
く
遊
ぶ
時
な
ど
に「
幸
福
」、授
業

に
集
中
す
る
時
な
ど
に「
平
穏
」、新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
時
に「
強
気
」、新
し
い
こ
と
だ
ら
け
の
毎
日
に「
動
揺
」

し
、上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
に「
不
満
」を
覚
え
、そ
れ
を

み
ん
な
で
解
決
し
て
い
く
。そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
一
年
生
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、「Tokim

eki

」と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
小
学
校
生
活
に
あ
ふ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
で
き
ご
と
を
一
年

生
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
　
1
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　「
に
じ
い
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
第
二
小
学
校
　

一
年
担
任
　

竹
内
ま
り
ん

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」き
ら
き
ら
の
笑
顔
で

教
室
に
入
っ
て
く
る
一
年
生
。テ
キ
パ
キ
と
朝
の
用
意

を
し
な
が
ら「
が
っ
こ
う
が
た
の
し
み
で
さ
、は
や
く

お
き
ち
ゃ
っ
た
！
」「
わ
た
し
も
！
」と
教
え
て
く
れ
ま

す
。新
し
い
場
所
で
の
生
活
に
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

感
じ
て
い
る
一
年
生
。「
で
き
た
！
」「
た
の
し
い
！
」と

い
う
喜
び
も
あ
れ
ば
、戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ

れ
で
も
、「
や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
胸
に
、

一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
む
ず
か
し
い
こ
と
に
出
会
っ
て
も
大
丈

夫
。「
こ
う
や
る
ん
だ
よ
」と
教
え
て
く
れ
る
友
だ
ち
が

い
ま
す
。「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」と
そ
っ
と
手
を
貸
し
て

く
れ
る
友
だ
ち
が
い
ま
す
。一
人
で
は
む
ず
か
し
い
こ

と
も
、み
ん
な
と
一
緒
な
ら
き
っ
と
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
毎
日
が
、安
心
と
楽
し
さ
に
包
ま
れ
た

も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。そ
し
て
、自
分
の
色
も
友

だ
ち
の
色
も
大
切
に
し
な
が
ら〝
に
じ
い
ろ
〞に
輝
く

学
級
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。一
人
ひ
と
り
の
歩
み
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

川 上 第二小学校 川上第一小学校

担
任 

吉よ
し
い
け池　

琢た
く
む夢 

先
生

１
列
目
右
よ
り

由ゆ

い井　

澄そ

ら空　

由ゆ

い井　

風ふ
う
か香　

由ゆ

い井　

凛り
ん
か香　

井い

で出　

真ま

ひ

る

陽
瑠　

由ゆ

い井　

鈴り

り

か

々
花　

渡わ
た
な
べ邉　

楓
か
え
で　
　

２
列
目
右
よ
り

清し
み
ず水　

悠ゆ
う
た
ろ
う

太
郎　

原は
ら　
　

美み

お生　

中な
か
じ
ま島　

令は
る
ま稀　

渡わ
た
な
べ邉　

脩し
ゅ
う
の
す
け

ノ
助　

井い

で出　

那な

ゆ優　

担
任 

竹た
け
う
ち内

ま
り
ん 

先
生

１
列
目
右
よ
り

山や
ま
な
か中　

も
も
か　

堀ほ
り
ご
め込　

茉ま

な那 

佐さ

の野　

さ
ゆ
り

古ふ
る
は
ら原　

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
朗　

鷹た
か
の野　

律り
つ　

小こ
は
ら原　

杏こ

こ琴　

遠え
ん
ど
う藤　

花か
の
ん音　

井い

で出　

凪な
ぎ
さ咲　

井い

で出　

葵
あ
お
い　
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議
会
費 　
３
，９
３
０
万
円

	

■	

議
会
運
営
費
（
議
員
報
酬
、研
修
費
ほ
か
）

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

総
務
費 　
８
億
５
，８
１
９
万
円

	

■	

行
政
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
新
事
業	

	

４
，８
４
２
万
円

村
と
県
や
官
公
庁
を
つ
な
ぐ
専
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
サ
ー
バ
ー
機
器
を
更
新
し
ま
す
。

	

■	
防
災
無
線
（
屋
外
子
局
）
更
新
事
業	

	

１
億
９
，６
９
０
万
円

防
災
無
線
の
屋
外
子
局
や
支
柱
（
60
局
分
）

を
令
和
７
～
９
年
度
の
３
年
に
分
け
て
更

新
し
ま
す
。

	

■	

路
線
バ
ス
購
入
事
業
（
村
営
バ
ス
事
業

特
別
会
計
）	
３
，６
３
０
万
円

村
営
バ
ス
（
路
線
バ
ス
）
1
台
を
新
規
購

入
し
ま
す
。

	

■	

恩
納
村
宿
泊
補
助
金	

20
万
円

友
好
都
市
で
あ
る
沖
縄
県
恩
納
村
の
宿
泊

施
設
で
宿
泊
し
た
際
、
そ
の
費
用
を
一
部

補
助
し
ま
す
。

	

■	

そ
の
他　
特
別
会
計
繰
出
（
村
営
バ
ス
）、

交
通
安
全
対
策
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
、

安
全
協
会
補
助
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
補

助
ほ
か
）、
自
治
振
興
（
街
路
灯
設
置
補
助
、

防
犯
対
策
ほ
か
）、
広
報
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
広
報
誌
）、
市
町
村
地
域
交
流
、
戸
籍

住
民
登
録
、
統
計
。

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

民
生
費 　
７
億
５
，３
４
９
万
円

	

■	

高
齢
者
等
施
設
建
設
事
業	

	

１
，５
８
３
万
円

老
朽
化
し
た
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
施

設
の
建
設
を
令
和
8
～
9
年
度
に
か
け
て

行
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
に
設
計
、
令
和

９
年
度
に
建
設
工
事
。

	

■	

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
事
業　

	
	

１
８
２
万
円

子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
自
宅
に
居
な
が
ら
医
師
へ
相
談
で
き

る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

	

■	

住
民
税
非
課
税
世
帯
エ
ア
コ
ン
設
置
促

進
事
業	

２
８
７
万
円

乳
幼
児
や
高
齢
者
の
い
る
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
費

用
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

	

■	

福
祉
医
療
費	

２
，３
８
６
万
円

子
ど
も
（
高
校
生
ま
で
）・
障
が
い
者
・
ひ

と
り
親
家
庭
等
・
妊
産
婦
の
方
（
対
象
条

件
を
満
た
す
場
合
）
の
、
医
療
費
に
対
し

て
扶
助
を
行
い
、
家
計
へ
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

	

■	

そ
の
他　
社
会
福
祉
協
議
会
委
託
、
特
別

会
計
繰
出
（
国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢
）、

障
が
い
者
福
祉
、高
齢
者
福
祉
、児
童
手
当
、

介
護
予
防
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
、
人
権
政
策
、
保
育
所
運
営
、
国
民

年
金
。

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

衛
生
費 　
３
億
３
，６
６
９
万
円

	

■	

ヘル
シ
ー
パ
ー
ク
非
常
用
電
源
設
置
工
事	

	

３
９
０
万
円

福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル

シ
ー
パ
ー
ク
の
非
常
用
電
源
を
整
備
し
ま

す
。（
令
和
8
年
度
に
設
計
、
令
和
9
年
度

に
工
事
）

	

■	

定
期
予
防
接
種
事
業	

１
，８
５
４
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、

幼
児
を
対
象
と
し
た
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
新
た
に
、
帯
状
疱
疹

予
防
接
種
を
追
加
し
ま
す
。

	

■	

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援	

30
万
円

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
や
す
た
め
、

ド
ナ
ー
及
び
ド
ナ
ー
勤
務
事
業
所
へ
通
院
等

に
要
し
た
日
数
に
応
じ
助
成
し
ま
す
。

	

■	

そ
の
他　
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
検

診
事
業
、
妊
婦
新
生
児
一
般
健
康
診
査
補

助
、
不
妊
治
療
補
助
、
環
境
衛
生
組
合
負

担
金
、
ゴ
ミ
処
理
委
託
、
焼
却
施
設
管
理

運
営
、
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
中
央
棟
管
理
運

営
、
鍼
灸
施
術
所
管
理
運
営
、
環
境
保
全

整
備
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
助
成
事
業
、

特
別
会
計
繰
出
。（
村
営
水
道
）

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

農
林
水
産
費 　
４
億
３
，８
０
０
万
円

	

■	

農
業
用
水
路
等
改
修
事
業	

	

２
，４
６
９
万
円

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
る
農
業
用
水
路
な

ど
の
農
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

	

■	

森
林
経
営
管
理
制
度
森
林
整
備
事
業	

	

１
，６
７
０
万
円

民
有
林
の
管
理
を
希
望
す
る
森
林
所
有
者

の
意
向
を
調
査
し
、
要
望
が
あ
っ
た
森
林

の
間
伐
な
ど
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

	

■	

村
有
林
の
整
備	

４
，３
０
０
万
円

村
有
林
の
森
林
整
備（
31
㏊
）を
行
い
ま
す
。

	

■	

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業	

７
０
０
万
円

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
計
画
的
な
保
護
管
理
に
よ

り
、
生
態
系
の
長
期
に
わ
た
る
安
定
的
な
維

持
と
、
農
林
業
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

	

■	

そ
の
他　
農
業
委
員
会
（
農
業
委
員
報
酬

ほ
か
）、
森
の
駅
マ
ル
シ
ェ
か
わ
か
み
運
営
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利
子
助
成
、
野

菜
生
産
安
定
対
策
（
転
作
・
価
格
差
・
緑

肥
奨
励
金
）、
企
業
会
計
繰
出
（
下
水
道
事

業
）、
村
営
牧
場
管
理
、
国
土
調
査
、
清
浄

野
菜
安
定
供
給
対
策
（
廃
プ
ラ
、
野
菜
生

産
販
売
戦
略
）、
森
林
造
成
事
業
、
水
源
林

分
収
造
林
受
託
管
理
、
林
業
従
事
者
住
宅

管
理
。

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

商
工
費 　
１
億
３
２
６
万
円

■
廻
り
目
平
キ
ャ
ン
プ
場
等
整
備
事
業	

	

２
，６
８
０
万
円

金
峰
山
荘
の
浴
槽
改
修
や
廻
り
目
平
・
ふ

れ
あ
い
の
森
ト
イ
レ
洋
式
化
な
ど
キ
ャ
ン

プ
場
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
、
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
活
性
化
創
業
推
進
事
業	

１
０
０
万
円

新
規
事
業
の
創
設
、
開
始
に
係
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

	

■	

そ
の
他　
商
工
会
補
助
、
山
菜
ま
つ
り
事

業
委
託
、
観
光
協
会
・
花
火
大
会
補
助
、

廻
り
目
平
観
光
施
設
指
定
管
理
委
託
、
登

山
道
整
備
、
保
健
休
養
地
管
理
業
務
（
高

登
谷
）、
観
光
施
設
整
備
。

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

土
木
費 　
４
億
５
，８
８
８
万
円

	

■	

公
営
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業	
	

５
，９
４
０
万
円

老
朽
化
が
進
む
村
営
住
宅
き
わ
だ
坂
団
地

の
改
修
を
行
い
、
長
寿
命
化
と
居
住
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。

	

■	

樋
沢
野
辺
山
線
道
路
改
良
工
事	

	

８
，３
６
０
万
円

樋
沢
野
辺
山
線
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
広

範
囲
に
渡
り
、
補
修
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

	

■	

居
倉
地
区
減
圧
弁
設
置
工
事	

	

３
，２
０
０
万
円

生
活
基
盤
で
あ
る
上
水
道
施
設
の
居
倉
減

圧
槽
（
老
朽
化
）
の
代
わ
り
に
減
圧
弁
を

設
置
し
ま
す
。

	

■	

橋
梁
補
修
工
事	

３
，６
５
０
万
円

橋
梁
点
検
の
結
果
を
受
け
、
改
修
が
必
要

な
橋
梁
の
補
修
工
事
を
順
次
実
施
し
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。（
二
股
橋
、

東
股
橋
、
南
沢
橋
）

	

■	

道
路
維
持
・
修
繕
工
事	

	

７
，２
２
５
万
円

各
地
区
の
要
望
か
ら
、
村
内
各
所
の
道
路
舗

装
工
事
や
小
規
模
な
修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

	

■	

そ
の
他　
道
路
橋
梁
改
良
事
業
、
道
路
維

持
修
繕
、
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
業
務
委
託
、

特
別
会
計
繰
出
（
公
共
下
水
道
）、
公
営
住

宅
管
理
。⚫　

⚫　
⚫　
⚫

 

消
防
費 　
１
億
８
，７
０
７
万
円

	
■	
給
水
用
組
立
式
タ
ン
ク
整
備
事
業	

	

１
９
０
万
円

災
害
時
の
断
水
な
ど
に
備
え
、
生
活
用
水

を
供
給
で
き
る
よ
う
給
水
用
組
立
式
タ
ン

ク
（
１
，０
０
０
ℓ
）
を
3
基
購
入
し
ま
す
。

	

■	

防
災
備
蓄
品
の
整
備	

２
４
５
万
円

各
地
区
の
防
災
備
蓄
品
（
高
齢
者
や
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
方
対
応
の
備
蓄
品
）
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

⚫　
⚫　
⚫　
⚫

 

教
育
費 　
７
億
３
，９
５
６
万
円

	

■	

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業	

	

２
，２
４
５
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
子
育
て
世
帯

を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
、
小
中
学
校

の
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。

	

■	

統
合
小
学
校
建
設
事
業	

	

１
億
３
，４
２
７
万
円

建
設
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
統
合
小
学

校
に
つ
い
て
、
令
和
9
年
度
の
工
事
着
手

に
向
け
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

	

■	

奨
学
金
返
済
支
援
補
助
事
業	

	

１
０
０
万
円

村
の
奨
学
金
に
限
ら
ず
、
大
学
等
の
学
費

と
し
て
借
り
た
奨
学
金
の
返
済
に
対
し
、

卒
業
後
に
村
に
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
し

た
方
へ
支
援
し
ま
す
。

	

■	

高
校
生
通
学
等
支
援
補
助
金	

	

４
２
５
万
円

地
理
的
不
利
地
域
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、

高
校
生
の
通
学
費
用
等
に
対
し
、
経
済
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
の
川
上
村
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
予
算
は
、3
月
16
日
の
村
議

会
定
例
会
に
お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、前
年
度
対
比
０・３
％

減
の
45
億
４
，４
０
０
万
円
、特
別
会
計
は
、

全
６
会
計
で
前
年
度
対
比
4
・
3
％
増
の

18
億
４
，１
９
０
万
円
で
す
。ま
た
、企
業
会

計
は
全
２
会
計
で
前
年
度
対
比
1・
2
％
増

の
4
億
８
，８
８
９
万
円
で
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、「
公
債
費
（
6
億	

１
４
０
万
円
）」が
庁
舎
関
連
の
村
債
償
還

に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
財
源
の
確
保
や
建
設
目
的
の
た

め
に
積
立
て
て
き
た
基
金
の
活
用
を
行
い
、

世
代
間
負
担
の
差
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
と
共
に
、将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
財
政
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

令和8年度  一般会計予算

一般会計予算 45億4,400万円
（昨年度45億5,900万円　前年対比0.3％減）　

議会費
3,930万円（0.9％）

予備費　2,800万円（0.6％）

総務費
8億5,819万円（18.9％）

民生費
7億5,349万円（16.6％）

衛生費
3億3,669万円
（7.3％）

労働費
17万円
（0.1％）

農林水産業費
４億3,800万円
（9.6％）

商工費
1億326万円
（2.3％）

土木費
4億5,888万円
（10.1％）

消防費
1億8,707万円
（4.1％）

教育費
7億3,956万円
（16.2％）

災害復旧費
1万円（0.1％）

公債費
6億140万円
（13.2％）
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川上村議会

３月
定例会
主な議案と内容

■村税 6億5,590万円
　村民税 2億3,870万円
　固定資産税 3億5,790万円
　軽自動車税 2,430万円
　市町村たばこ税 3,500万円
 （14.5%）

■使用料及び手数料
 1,827万円
■財産収入 4,759 万円
■寄付金 91万円
■繰入金 4億4,200万円
■繰越金 2,800 万円
■諸収入金 5,396万円
 （13.0%）

■利子割交付金 70万円
■配当割交付金 470万円
■株式等譲渡所得割交付金 570万円
■地方消費税交付金 1億400万円
■法人事業税交付金 490万円
■ゴルフ場利用税交付金 600万円
■環境性能割交付金 10万円
■地方特例交付金 500万円
■交通安全対策特別交付金 60万円
 （2.9%）

■分担金及び負担金
　2,347万円 （0.5%）

■地方譲与税
　1億4,710万円
　 （3.2%）

■地方交付税
　21億6,300万円 （47.5%）

■国庫支出金
　1億6,687万円 （3.7%）

■県支出金
　1億7,524万円 （3.9%）

■村債
4億9,000万円 
（10.8%）

これが公民の「地方自治」の単元で学習する地方交付税交付金
に当たる部分です。人口が集中し、会社の本拠地の多い都会で
は財源が多く、地方には少ない。地方公共団体間の財政の格差
を抑えるために交付されます。川上村も財源の4分の３が国や
県からの交付金と、村が借り入れる村債でまかなわれています。

中学３年生の皆さん
よく出る！

（

令和8年度  一般会計予算

■ 一般会計・特別会計歳入歳出予算額
会　　　計　　　名 令和 8年度 令和 7年度 増　減　額 前年対比

川上村一般会計　 45億4,400万円 45億5,700万円 △ 1,300万円 △ 0.3%

川上村営バス事業特別会計 7,750万円 7,700万円 50万円 0.6%

川上村特別住宅特別会計 3,250万円 3,200万円 50万円 1.6%

川上村国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億8,280万円 9億3,740万円 4,540万円 4.8%

川上村国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 1億1,430万円 1億610万円 820万円 7.7%

川上村後期高齢者医療保険事業特別会計 1億70万円 7,790万円 2,280万円 29.3%

川上村介護保険事業特別会計 5億720万円 5億610万円 110万円 0.2%

川上村訪問看護事業特別会計 2,690万円 3,020万円 △ 330万円 △ 10.9%

特別会計計 18億4,190万円 17億6,670万円 7,520万円 4.3%

全会計計 63億8,590万円 63億2,370万円 6,220万円 1.0%

■ 企業会計予算額
会　　　計　　　名 令和 8年度 令和 7年度 増　減　額 前年対比

川上村簡易水道事業会計 2億 825万円 2億 125万円 701万円 3.5％

川上村下水道事業会計 4億 9,772 万円 4億 9,639 万円 134万円 0.3％

企業会計計 7億 598万円 6億 9,764 万円 835万円 1.2％

〇
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
（
給
与
所
得
控

除
の
引
き
上
げ
に
よ
る
保
険
料
の
特
例
）

◆　
◆　
◆　
◆

補
正
予
算

令
和
７
年
度

〇
川
上
村
一
般
会
計
第
６
回
補
正
予
算

〇
川
上
村
特
別
住
宅
特
別
会
計
第
２
回
補
正

予
算

〇
川
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
３
回

補
正
予
算

〇
川
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別

会
計
第
２
回
補
正
予
算

〇
川
上
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
第
２
回

補
正
予
算

〇
川
上
村
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計
第
２
回

補
正
予
算

〇
川
上
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
第
２
回
補
正

予
算

〇
川
上
村
下
水
道
事
業
会
計
第
２
回
補
正
予
算

令
和
８
年
度

〇
川
上
村
一
般
会
計
第
１
回
補
正
予
算

◆　
◆　
◆　
◆

当
初
予
算

令
和
８
年
度

〇
川
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

〇
川
上
村
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

　
条
例
改
正

〇
宿
泊
税
交
付
金
基
金
条
例
（
基
金
の
設
置
）

〇
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
（
貸
与
金

額
の
増
加
と
償
還
期
間
の
見
直
し
）

〇
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
条
例
（
乳
児
等
の
運
営
基
準
）

〇
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
（
文

言
の
改
正
）

〇
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改

正
（
文
言
の
改
正
）

〇
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

改
正
（
金
額
の
増
額
）

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
級
別
職
務
分
担
の
見
直
し
）

〇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正（
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
賦
課
規
定
の
創
設
）

〇
川
上
村
特
別
住
宅
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

〇
川
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算

〇
川
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
予
算

〇
川
上
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算

〇
川
上
村
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算

〇
川
上
村
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
川
上
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

◆　
◆　
◆　
◆

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認

令
和
７
年
度

〇
川
上
村
一
般
会
計
第
４
回
補
正
予
算

〇
川
上
村
一
般
会
計
第
５
回
補
正
予
算

◆　
◆　
◆　
◆

そ
の
他

〇
川
端
下
辺
地
ほ
か
７
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
策
定

〇
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
る
え
ん
罪
被
害
者

の
速
や
か
な
救
済
を
求
め
る
陳
情
（
採
択
）

〇
人
事
擁
護
委
員
の
推
薦
（
池
田
千
崇
氏
）

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

〔
古
原
和
哉
議
員
〕

〇
居
倉
配
水
池
の
施
設
に
つ
い
て

〔
中
嶋
治
樹
議
員
〕

〇
村
税
、
国
保
税
、
住
宅
家
賃
、
上
下
水
道

利
用
料
金
滞
納
に
つ
い
て

〔
大
西
た
ま
子
議
員
〕

〇
水
不
足
の
対
応
に
つ
い
て

〇
川
上
村
の
野
菜
生
産
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

〔
渡
邉
亜
子
議
員
〕

〇
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
体
制
に

つ
い
て

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
実
施
内
容
及

び
財
源
に
つ
い
て

〔
川
上
真
人
議
員
〕

〇
本
村
の
空
き
家
の
状
況
と
そ
の
対
策
の
施

策
に
つ
い
て

〇
国
民
健
康
保
険
川
上
村
診
療
所
に
つ
い
て

〔
由
井
基
治
議
員
〕

〇
基
金
の
管
理
・
運
用
状
況
及
び
村
の
財
政

運
営
に
つ
い
て

外国人は除く。（　）内は、前号比

4 月 30 日現在
人口総数　3,292 人　（-19 人）
　　男　　　1,707 人　（- 7 人）
　　女　　　1,585 人　（-12 人）
世　帯　数　1,187 世帯（+ 8 世帯）

村の人口

07 06季刊かわかみ　05　2026 春 季刊かわかみ　05　2026 春　07



舞台 発表

公民館まつり
第44回

３/5～7

展 示 陶芸作品でコー
ヒーを提供

斎藤隆介 作「ひとりの正月」を披露

極寒のフラガール。これがあるから夏もがんばれる！

初心者が多い分、まだまだ伸びしろがありま
す！緊張もしたけど気持ちよく打てました！

先生も加わって、３曲お披露目

三校の先生方にもご協力いただき、
日々コーラスの練習をしています。

 用具を使い、音楽に合わせて楽しく元気
いっぱいの体操をお披露目できました。

 難しく感じることも、励まし合い
ながら、レッスンは和気あいあい
と笑顔いっぱいでした。

 3年目を迎え、来年には先生の教室の
埼玉県でコンサートを予定しています！

大きく歌詞カードを揚げて、会場とも一緒に
合唱を楽しめるような工夫も楽しめました。

フラワーアレンジ

レザークラフト裂織り絵　画

陶　芸

短　歌

書　道

フラ・プルメリア
川上教室

川上中学校
吹奏楽部

クール・
ピアチェーレ

ジュニア３B
体操教室

和　太　鼓

コール・モア

リマリマ教室

オカリナ教室

マイレラウリィ

ストリートダンスを通して表現が好きになっ
た仲間たちと楽しんでパフォーマンス！

リズムダンス教室

朗読グループ
風の子

蕎麦打ち

茶　道

写　真
リメイク ハンドメイド

もののけ姫より「アシタカとサン」
川上村に感じたジブリ感を演奏しました。

マリンバ
(高橋芽生先生)

初

初

初
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2/15 

文化センターうぐいすホールがほ
ぼ満席になる約270名の老若男女
幅広い年齢層でにぎわいました。

ボケとツッコミに笑ったり手
品に驚いたりで、どんどん
舞台にひきこまれました。

来場者から選ばれた子どもたちが舞台に上が
り、サイエンスマジックを体験する機会も。

サイレントの中で展開するパントマ
イムとマジック。コミカルな展開も
ありどんどん魅了されていきました！

科学マジックでタメになる、お笑い
形式で進行する「スーパーサイエン
スマジックショー」！

キャラメルマシーン

ジン・マサフスキー

巨大空気砲でフィナーレ！！

2/28

第
二
小 

一
年
生
・
四
年
生

 

映
画
上
映
会

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
川
上
第
二
小
学

校
の
一
年
生
・
四
年
生
が
制
作
し
た

映
画
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来場者にはパンフ
レットとポップコー
ンを配布。

撮影で使用した小道具。パ
ネル展示では撮影過程が細
かく紹介されていました。

一・四年生から来場者へのあいさつ。
ひと通りの上映が済んで安堵感と達成感いっぱいの表情。

どちらもセリフが多いシーンがたくさんあって、
小学生がここまでできるんだ。と驚いた！

一年生⇔四年生　お互い制作をしたからこ
そ、相手のすごさを感じながら鑑賞していた来場者の感想

「大好きあさがおさん」
あさがおの栽培授業の過程で見えた、児童の気づきを
元に脚本化。入学式以降の日々を追っていきながらス
トーリー仕立てに。エンディング曲は保護者とも協力
して制作しました。

「天狗山」
「川上村のお話どんぶり」の中の掲載作品を原作とし
て、自分たちでシナリオ化。児童が少ない分、全員で力
を合わせて、細かな役割分担をし、小道具製作などをが
んばりました。

一年生

四年生

みんなでセリフやストー
リー展開も考えました。

重複する担当を協力しながらこな
し、チームワークを発揮しました。

副
館
長 

新
任
・
退
任 

ご
あ
い
さ
つ

公民館

1/ 27

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
体
験
会

婦人学級

　
今
年
度
川
上
村
公
民
館
副
館
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
公
民
館
活
動
の
中
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
行
事
に
は
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
つ

い
て
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
。
年
齢
的
に
も
少
し
高

い
わ
た
し
に
な
ぜ
…
と
の
思
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
何
か
の
ご
縁
と
思
い
、

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原

公
民
館
長
、
油
井
副
館
長
を
は
じ
め
と
す

る
諸
先
輩
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
公
民
館

活
動
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
引
き
受
け
た

か
ら
に
は
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
年
前
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
「“
何

か
変
わ
っ
た
な
”
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
申
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
早
く
も
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
昇
仙
峡
や
高
尾
山
へ
の

歩
け
歩
け
の
集
い
や
、
婦
人
会
村
外
研
修

な
ど
に
、
本
当
に
多
く
の
方
々
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
良
い
企
画
が
で
き
て
い
る

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
公
民
館
ま
つ
り

で
の
み
な
さ
ん
の
熱
演
や
、
素
晴
ら
し
い

作
品
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

公
民
館
活
動
が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
由
井　

健
さ

ん
に
よ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
あ
る

一
通
り
の
マ
シ
ン
の
使
い
方
や
効
果
な
ど
、

実
際
に
体
験
し
な
が
ら
指
導
い
た
だ
き
、
最

後
に
家
で
も
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
教
わ
り

実
践
し
ま
し
た
。
35
名
の
参
加
者
は
鈍
り
気

味
な
冬
の
身
体
を
動
か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

気
持
ち
の
良
い
学
び
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
あ
る
マ
シ
ン
た
ち
は
、

レ
ベ
ル
も
所
有
数
も
都
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ジ
ム
に
引
け
を
取

ら
な
い
ほ
ど
充
実
し
て
い
ま
す
。

一
台
ず
つ
に
簡
単
な
利
用
方
法

が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
も
安
心

で
す
。
健
康
維
持
の
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て

く
だ
さ
い
！

利用するたびにポイン
ト加算！（１日１回）
ポイント数に応じて景
品がもらえます。

マシンで身体を温めてか
らストレッチを行うとよ
り効果的！

マシンの使い方を教わると、
意外と簡単に使えるんだ。
とわかって良かった！

もっと早くから使いに
来れば良かったー

新公民館副館長

林　 弘之
（秋  山）

前公民館副館長

伊藤 太郎
（梓  山）

新任

退任
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映
画
上
映
会

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
館 

主
催

１
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
映
画
上
映
会
に
つ
い
て
、

担
当
の
井
出
ま
き
枝
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

「
多
く
の
方
々
に
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
と
、
近
隣
に
映
画
館
が
無
い
こ
と
か
ら
、
上
映

会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
思
い
の
ほ
か
好
評
で
し
た
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
来
場
者
が
増
え
て
、
毎
回
ほ
ぼ
満
席

で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
毎
月
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」

来場された方の声

初回上映「九十歳。何が
めでたい」（TCエンター
テインメント）

人権差別を取り上げた
「グリーンブック」（GAGA）

戦争をテーマにした「ラー
ゲリより愛を込めて」（TC
エンターテインメント）

映画館のようなハイビジョンシアター。

「近場に映画館が
無いし来られると
きは来たいよ」

「初めて来たけど、こんねに
人がいるだかい ？ 　びっく
りしたよー。来なきゃもって
ねーじゃん」

「初めて来たけど、こんねに
人がいるだかい ？ 　びっく
りしたよー。来なきゃもって
ねーじゃん」

「いい企画だよね
えー。ずっと続け
てほしいよねー」

「次は何が観れるかな、楽
しみ～」

「地元で、無料で、でっかいスクリーンで
気兼ねなく観れるっていいよね」

「わたしは毎回観に来てるよ。一
人じゃよそまで行けないからさあ」

「わたしは図書館だよりを見て
知りました。『グリーンブック』
を観ましたが、今もなお続い
ている人種差別に対する問題
を考えさせられました。さすが
にアカデミー賞受賞作品だと
思いました」

川
上 

春
之
介
さ
ん

 

全
中
五
千
メ
ー
ト
ル
優
勝

3/3

主催者からの花束贈呈
新海善一さんと油井 往さん

花束贈呈後に記念撮影

川上村老人クラブ連合会が３月末で活動終了するにあたり、演
歌歌手にお越しいただき歌謡ショーを開催しました。艶やかな
三船和子さんと、ユーモアたっぷりな谷 龍介さんの、心のこ
もったパワフルな歌に魅了されました。途中、お二人とも会場
まで降りて来場者と触れ合いながら歌ってくださり、温かい雰
囲気の歌謡ショーにたくさんの活力をもらえました。

握手のたびにお客さんが笑顔
になっていきます。

会場の隅から隅までサービス
精神いっぱい！

「
最
高
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
今
日
の

娯
楽
の
機
会
は
、
生
き
が
い
に
も
な
る
。

娯
楽
は
大
事
で
す
。
生
き
が
い
の
場
の

衰
退
は
村
の
衰
退
に
も
繋
が
る
危
機
感

を
持
っ
て
、
明
る
い
未
来
の
た
め
に
も
こ

れ
か
ら
は
各
々
で
楽
し
む
機
会
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
、
熱
く
心
に

響
く
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

梅
原 

孝
司
さ
ん
よ
り

来場者に配布された応
援うちわは、おたっしゃ
クラブ利用者のみなさん
による手作り

司会進行はお内裏様と
お雛様。
歌手のお二人とも息
ぴったりでノリノリ！

in 川上村文化センター

　
２
月
に
行
わ
れ
た
第
46
回
全
国
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
大
会
男
子
五
千
メ
ー
ト
ル
で
梓
山
の

川
上
春
之
介
さ
ん
が
見
事
に
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
自
己
記
録
を
10
秒
以
上
更
新
す

る
会
心
の
レ
ー
ス
で
し
た
。

　
中
学
で
の
ス
ケ
ー
ト
を
振
り
返
り
春
之
介

さ
ん
は
「
ス
ケ
ー
ト
か
ら
得
た
の
は
、
友
だ

ち
や
先
生
と
の
つ
な
が
り
や
、心
の
強
さ
で
す
。

3
年
間
で
心
は
と
く
に
成
長
し
た
と
思
う
。

今
回
の
全
中
で
は
考
え
方
が
変
わ
り
、
ス
ケ
ー

ト
の
技
術
も
人
と
し
て
も
成
長
で
き
た
と
思

い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
式
の
答
辞
で
は
、
顧
問
で
担
任
で
も

あ
っ
た
由
井
大
陽
先
生
への
感
謝
の
思
い
を
述

べ
ま
し
た
。「
大
陽
先
生
と
ス
ケ
ー
ト
を
や
っ

た
こ
と
で
、
記
録
を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
応

援
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
、
ス
ケ
ー

ト
の
お
も
し
ろ
さ
も
見
つ
け
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
小
原 

司
コ
ー
チ
や
野
本 

繁
さ
ん
、
小

原
健
太
郎
さ
ん
に
も
支
え
て
い
た
だ
き
、
今

の
自
分
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」。
高
校
で
も
ス
ケ
ー
ト
を
続

け
る
春
之
介
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を

期
待
し
、
応
援
し
ま
す
！

力走する春之介さん。

ライバルたちと健闘を
讃え合う。

恩師由井大陽先生とハイタッチ。

表彰台では喜びの
ジャンプ！
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